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「出身中学には特殊な能力を持つ女子がいて、
更衣場所に落ちていたタオルを嗅いで○○ちゃ
んの、と当てることができたんだ」という話をし
たら、妻は首をかしげて「えっ、タオルなら全員分
かったよ」と言う。定型発達で気のいいところが
ある妻だが、臭い（匂い）には敏感である。それ故
電車に乗った時に隣から強い臭いが漂ってくるの
が怖い、と言う。わが家はふだん石鹸で洗濯して
いるが、息子は合成洗剤と柔軟剤とを持参してき
て洗濯する。息子の物干しの下で、妻は「この匂い
よりはお父さんの臭いの方がいい」と言った。
私は小学生のころ社宅への曲がり角で晩ご飯が
分かった。食べることが好きだったからで、嗅覚が
敏感だったわけではない。世の中には様々な香料
が使われており、医療や介護の現場でも人工の香
料を使ったエンシュアリキッドのイチゴ味や高カ
ロリーゼリーのコーヒー味があるが、イチゴやコー
ヒーと似て非なる味である。そういうものを患者
さんに出して申し訳なく思う。私は発達の凸凹が
あるためか特定の臭いに強く反応してしまう。除
草剤がまかれたところの独特な焼けこげたような
臭いは絶対に嫌だから、グリホサート系の除草剤
は使わない（雑草側の作戦は稲垣真衣さんの連載を
ご参照ください）。クレベリンを下げた人とすれ違
うと息が苦しくなる。夜でも生石灰を運ぶタンク
ローリーが通り過ぎたのが分かる。遠くで新型た
ばこがつけられたのが分かる。逆に50年前の子供
時代、バスの排気ガスの臭いが好きだったことを
覚えている。私も妻も２人とも化学物質・香りスペ

クトラムがある。
世の中、消臭剤が好きな人がいる。しかし、妻も

私も無臭の消臭剤でも「うっ」となる。化学物質過
敏症とは特殊なことではなくて、それらは強い弱い
の違いこそあれ、スペクトラムとして実在している。
嗅脳は大脳辺縁系の古皮質に属するものだからこ
そ、漠然とした不安が起きている。不安を口にして
いくことが大切である。� （出版部員　片倉和彦）
■戦争関連の報道が８月に集中することを揶

や

揄
ゆ

し
て「８月ジャーナリズム」と言われる。本誌も８月
号の特集は戦争をテーマにすることが多いが、８
月にだけ戦争問題が発生するわけではない。震災
から何年という「節目」や、「被災者」という大ざっ
ぱな枠組みでは語れないという安田氏の言葉は重
い。震災被害や戦争に関する問題について、「節目
ジャーナリズム」でよしとせず、常に考え続けてい
きたいと思う。� （兆）
■「短

みじか

夜
よ

のあけゆく水の匂ひかな」。戦前から戦後
にかけて活躍した戯曲家・久保田万太郎が詠んだ
俳句だ。「浅草の詩人」といわれた万太郎ならば、
まだ水がきれいだった戦前の隅田川のことか。真
夏の夜が明けていく時間の経過と、水の匂いの変
化を鋭く捉えている。草花や自然の香りを愛で
るような文芸作品などに接すると、かつて人々は
嗅覚で季節感を味わっていたことがうかがえる。
ちっぽけな画面にくぎ付けになって「スマホ歩き」
をする現代人は、その繊細な香りに気が付くまい。
今、そんな粗雑な嗅覚の持ち主が増えていないだ
ろうか。� （黒）

次号　４月号のご案内
【特集】 地域で支えるがん治療

◇診療研究◇文化◇経営・税務、雇用問題Q&A◇ほか
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